












































鮮軍管区司令部などを指すものとする（カン ･ チャンイル，「朝鮮侵略と支配の物理的基盤 ･ 朝
鮮軍」，『韓日歷史共同研究報告書 第５巻』）。本稿の分析対象はその中でも「朝鮮軍」、すなわち、
1942 年９月までの日本軍 19 師団と 20 師団を指すものとする。 朝鮮駐屯日本軍の歴史に関する研
究成果並びに資料としては次のものがある。イム・ジョングク，『日本軍の韓国侵略史』Ⅰ（1988），
Ⅱ（1989），イルウォル書閣；シン・ジュベク，「1910 年代日帝の朝鮮統治と朝鮮駐屯日本軍」，『韓
國史研究』（第 109 輯），2000；宮田節子編，『15 年戰爭極秘資料集：朝鮮軍槪要史』，不二出版，
1989；宮田節子．宮本正明 監修解說，「未公開資料朝鮮總督府關係者錄音記錄（５）：朝鮮軍．解
放前後の朝鮮」，『東洋文化硏究』制６號（拔萃），2004。






岩波書店；Kushner, Barak（2006）,The Thought War: Japanese Imperial Propaganda, University 
of Hawaii Press）；道場親信はルース・ベネディクトの『菊と刀』（The Chrysanthemum and the 
Sword: Patterns of Japanese Culture）の成立事情を分析し、アメリカの軍事作戦に媒介された日


































































次の研究を参考にした。 Christopher Simpson, Science of Coercion: Communication Research and 
Psychological Warfare, Oxford University Press, 1994。
９　諜報／情報（intelligence）、情報／公報（information）、宣伝（black/white propaganda）、心








後、三度（1918 年、1923 年、1936 年）にわたって改訂された。陸軍の仮想敵国をみると、1907 年






と記者に露骨な資金提供を行い、日清戦争時に 19 万円、義和団事件の際には 67 万円で













































期では2% 前後を占めるに過ぎなかった極東の比率が、第2期に入り 6.4% に急増し、第
３期に至って 10% 水準まで増加した。当然そこには概ね軍事的性格が大きく反映されて
















































19　カン ･ チャンイル，前掲論文。シン ･ ジュベク，『天皇直轄の朝鮮軍：植民統治の物理的基盤』，
『朝鮮半島の外国軍駐屯史』，チュンシム，2001。






































していたものと考えられる。日ソ関係は 1939 年９月、ノモンハン事件（1939 年５月）の
停戦協定の締結以降に好転し始めた。一例として、対ソ連ラジオ放送も 1940 年９月まで
全 754 回、約2年半の間実施された後に終了したが、それは日ソ停戦協定に加えて 1940





























































































































30　「在 ‘ ソ ’ 鮮人奧地强制移住其他に対して─蘇聯情報送付ノ件」（朝鮮軍參謀部，1937.10.12）。
31　「（秘）投降ソ聯兵宣傳利用狀況」（朝鮮軍報道部，1938.11.14）。



























場所 日次 時間 聴衆 備考
京城保護観察所 10. 5 ４時間 30 分 全鮮保護観察所長，京城判検事團，思想報國聯盟員，其他　約 250 人 ソ聯勞農生活
咸興刑務所 10.12 1時間 受刑者中轉向者，準轉向者 400 人 ソ聯事情
1時間 同上 ソ聯勞農生活
1時間 受刑者中非転向者 300 人 ソ聯事情
2時間 同上 ソ聯勞農生活
咸興保護観察所 10.13 2時間 思想報國聯盟員（轉向者） 有力者 300 人 ソ聯事情
３時間 同上 ソ聯勞農生活
清津保護観察所 10.13 2時間 思想報國聯盟員（轉向者）並びに府内有力者 250 人 ソ聯事情
1時間 30 分 同上 ソ聯勞農生活
清津刑務所 10.13 1時間 受刑者（思想犯） 96 人 ソ聯事情













































連では全９個のラジオ委員会があり、東部シベリア州には 70 個所の中継所があり 19,061
人の視聴者がいた。また、極東地方では 68 個所の中継所、14,964 人の視聴者がいた（1934
年7月現在） 36。
　植民地朝鮮ではラジオ放送は 1926 年 11 月 30 日の京城放送局が社団法人としての認可
を受けて試験放送と準備作業を終え、1927 年2月 16 日コールサイン JODK で放送を行っ
たのが最初であった。当面は小出力で日本語・朝鮮語による放送を交互に実施していた
が、満州事変後の 1933 年４月に「時局の要請」に従い 10KW での二言語（日本語、朝鮮
語）放送を開始し、本格的なラジオ時代が幕を開けた。京城放送局は 1935 年に京城中央
放送局へと改称され国論統一を期する「電波國防」の国策に従い朝鮮−満州交換放送とし
て鮮満一如の雰囲気も漂わせた。1935 年９月には釜山放送局（JBAK, 150W）、1936 年 10
月には平壌放送局（JBBK, 50W）が順次開局した。次いで、平壌放送局では 11 月に出力
をさらに 500W へと増加した。京城中央放送局は隣接国家からの妨害放送と抗日放送、ま
た、南京からの 75KW 放送とソ連における放送に対抗するために日本放送協会の支援を
受け、12 月 31 日に 50KW への増強工事に着工し、1937 年４月 17 日に 50KW 出力での
放送を開始した。1937 年６月５日には清津で 10KW 容量の清津放送局（JBCK）が「対












































































た。1939 年 10 月５日に報告された９月分の報告書以降からは配布範囲も記載された。報道部内の
各部署8部、両師団（19 ／ 20 師団）４部、朝鮮軍憲兵司令部６部、三要塞３部、兩機2部、陸軍
省情報部2部、関東軍報道班2部、陸軍次官（報告用）2部、参謀次長（報告用）2部、北支軍1
部、中支軍1部、南支軍1部、その他（台湾軍報道部）1部、総計 35 部であった。1939 年 11 月
５日報告（10 月分）から「對蘇ラヂオ放送業務報告通報」となり、1940 年1月５日報告（1939 年
12 月分）からは「對蘇ラヂオ放送業務報告月報」に再度変更されたことが確認できる。本稿では































































































あった。1917 年３月から 1918 年2月まで諜報機関が設置された都市は哈爾濱（1917 年３
月）、斉斉哈爾（1917 年7月）、アレクセエフスク（1917 年 12 月）、チタ（1917 年 12 月）、











スパイは「特別扱」とされ、731 部隊に送られマルタになったとされている  50。憲兵隊は満
との必要性を判断できる。




































（1945.11.22）：粟屋憲太郞，竹內桂 共編（1999），『對ソ情報戰資料』 第2卷，503-521 頁）。
52　西原征夫，1980，65-66 頁。この本の著者である西原征夫（1905 ～ 1977）は陸軍士官学校第 37










































































































































































































































































































































































































































54　「蘇聯諜報ノ特異性ニ就テ」（滿洲德第 3036 部隊調査班．1941-9-24）（粟屋憲太郞，竹內桂 共編
（1999），『對ソ情報戰資料』 第2卷，243 頁を参照）この資料はアメリカ軍政期の「アメリカ押収文
書」だと推測される。表紙に「Copy 1959-7-14」の表示がある。また、「滿洲德第 3036 部隊調査
班」において作成された別の文書も「返還文書」群に入れられていた（検索 Web サイト：アジア
歴史資料センター）。

































56　前掲資料（粟屋憲太郞，竹內桂 共編（1999），『對ソ情報戰資料』 第2卷，249-250 頁）。
『北東アジア研究』別冊第６号（2021 年３月）
− 168 −








































あった。1921 年 12 月 15 日、全ロシア中央執行委員会、ソビエト連邦人民委員会の法令
























1,000 ～ 1,500 人であった。宗教ではギリシア正教、ユダヤ教、回教（トルクタタール人）と多様で
あった（西原征夫（1980），『全記錄ハルビン特務機關：關東軍情報部の軌跡』，每日新聞社，205，
207 頁）。
































62　「關東軍隷下諜報竝宣傳會議ニ關スル書類ノ件通牒」（關參諜 第 25 號，1933-6-20，關東軍參謀
長 小磯国昭 → 陸軍次官 柳川平助）（소재：粟屋憲太郞，竹內桂 共編（1999），『對ソ情報戰資料』 
第1卷）。
63　前掲資料（粟屋憲太郞，竹內桂 共編（1999），『對ソ情報戰資料』 第1卷，331-332 頁）。





























た。また、訓練後に彼らに与えられる特典として、「訓練生中、優秀な者は浅野部隊  66 入
隊時に優待する」条項が設けられた  67。彼らに教育された教科目は次の通りである  68。




太郞，竹內桂 共編（1999），『對ソ情報戰資料』 第1卷，508-512 頁）。
































































1934 年にソ連大使館派遣武官、1936 年に新聞班長を歴任した。1938 年に関東軍哈爾濱特務機関長、
1940 年に関東軍参謀部長（副将）を経て 1941 年に陸軍中央に昇進した。1943 年に参謀次長、1945
年４月7日に関東軍参謀長となり、敗戦後の8月 19 日、極東ソ連軍総司令官ワシレスキー元首と


















































































































































　　二 ．第二ノ二 （乙） ノ内學生々徒、青年團、義勇奉公隊、日語講習生等ノ内優秀者ニ
對シテハ獎勵ノ目的ヲ併セテ適宜優遇方法ヲ顧慮ス














































ず、結果的に失敗に終わった。1943 年 11 月に入り、白系露人事務局は「自治組織」から
81　ファシスト党は日本の財政的後援を受けて反ソ連宣伝に活用された。ロザエフスキーは対ソ諜報
戦の第一人者と呼ばれた秋草俊（日本陸軍少将）とも緊密な関係を持った（「訊問調書：秋草俊小

































































































カン ･ チャンイル，「朝鮮侵略と支配の物理的基盤 ･ 朝鮮軍」，『韓日歷史共同研究報告書 第５巻』．
キム・インス，「総力戦期植民地朝鮮の人流と物流の表象政治」，『西江人文論叢』 47，2016．
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